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令和６年第５回（４月定例）教育委員会 

 

１ 日 時  令和６年４月２４日（水） 

１６時００分～１７時１０分 

 

２ 場 所  諫早市役所 ８階 会議室８－２ 

 

３ 出席者  教育長  石部 邦昭 

       委 員  原田 裕介 

       委 員  山口 秀雄 

       委 員  中野 高子 

       委 員  小野 靖彦 

 

４ 会議に出席した事務職員  

       教育次長      石橋 芳秋 

教育総務課長    新野 純子 

学校教育課長    田上 顕二 

生涯学習課長    竹島 健吾 

 

５ 議題 

  報告第５号 臨時代理の報告について（諫早市学校運営協議会委

員の委嘱について） 

  報告第６号 臨時代理の報告について（諫早市少年補導員の委嘱

について） 

  議案第６号 諫早市教育支援委員会委員の委嘱について  

  議案第７号 令和７年度使用中学校教科用図書の採択に関する基

本方針等について 
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１６時００分開会 

 

議事録署名人の指名 

 

 原田委員と小野委員を議事録署名人に指名  

 

 

教育長職務代理者の指定 

 

 中野委員を教育長職務代理者に指定 

 

 

議事の非公開 

 

 報告第５号、報告第６号及び議案第６号については人事案件である

ため非公開 

 

 

議事録の承認 

 

令和６年第４回（３月定例）教育委員会の議事録について  

質問・意見なし 

原案どおり可決 

 

 

教育長の報告の要旨 

 

《教育長の報告》 

  まず、教育大綱と第３期諫早市教育振興基本計画であるが、教育

大綱は令和５年度から８年度までの４年間、第３期諫早市教育振興

基本計画は令和５年度から令和９年度までの５年間、諫早市の教育

のありようを定めたもので、それに基づき今年度も学校教育におけ

る４本柱を掲げている。「豊かな人間教育」、「確かな学力の充実」、
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「ＩＣＴ教育の推進」、「働き方・働きがい改革」の４つであり、校

長会や副校長・教頭会でお願いをしたところである。 

「豊かな人間教育」は、今、いじめや不登校対策は全国的に、ま

た、本県、本市においても問題となっており、喫緊の課題というこ

とで対策を推進していきたい。特に、挨拶・感謝・気遣いといった

こと、子供のネット依存防止といったことについて進めていきたい。 

次に、「確かな学力の充実」については、何といっても授業の充

実である。深い教材研究と研ぎ澄まされた授業を展開していくとい

うことで、学校教育課では課長以下指導主事から研究主任の研修に

向けて、各学校における研究主任のありようや、授業のやり方等に

ついてメッセージを録画し、ＤＶＤにして発信するという試みがな

されている。 

そして、「ＩＣＴ教育の推進」であるが、デジタル教科書につい

ては、英語では小学校５年生、６年生、それから、中学校１年生か

ら３年生までタブレットの中に入っている。算数・数学においても、

小学校５年、６年、それと中学校で６割くらいはデジタル教科書が

入っている。ＩＣＴを使った授業ということもよく言われているの

で、有効的に使っていく。ただし、全部をＩＣＴにするのではなく、

ノートに書いたり、黒板に書いたりすることは非常に大事なことな

ので、それをしながらもＩＣＴを使うところは使っていくというこ

とである。 

タブレットは、全国的に導入されて今年で４年目になる。４年目

になると、小学校４年生から６年生はずっと持ち上がって同じもの

を使っているが、小学校１年生から３年生、中学校１年生から３年

生までは、お下がりという形になる。小学校で言うと６年生が使っ

ていたものを１年生が使うようにしている。そうすると、タブレッ

トも故障や破損が年々増えてきている。荒く扱っているというより、

よく使っているために故障したものもあるので、全国的な話になる

と思うが、修理等も含めて更新についても十分備えていかなければ

ならないと思っている。どんどん家庭学習にも使ってもらいたい。 

働き方改革、働きがい改革になるが、特に教職員の働き方改革に

ついてである。何でも削ればいいということではなく、教員として

削ってはいけないこともあるので、何を削って何を残すかというこ

とも教育委員会で発信をしている。また、年休等を取りやすい体制

であるとか、Ｃ４ｔｈ（シーフォース）という便利なネットワーク

システムを入れているので、教職員もそれらを積極的に使ってもら

いたい。加えて、定時退校日ということで、これは全校に浸透して

いるけれども、１週間に１回定時に帰る日を設定するということで
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ある。そういう取組みをしてもらっている。 

ただ教頭先生の働き方改革が課題である。戸締りも含めて何でも

教頭先生のところにくる。これは学校だけではなく、教育委員会も

市役所もそうなのだが、働き方改革について言われており、振替の

完全実施、メリハリのある勤務、忙しい時は仕方がないので時間に

余裕があるときは、思い切って休んだり早く帰ったりというように

メリハリが大事である。 

学校教育の課題としては教員不足がある。この４月スタートには

加配の先生を含めて何とか配置することができた。ところが、この

後、例えば産休や育休、若しくは、病休の先生が出てきた時に、代

わりの先生を見つけるのが非常に難しく、今後の課題である。 

「部活動の地域移行」については、いろいろな面で今進んでいる。

体育部では協議をしているところだけれども、特に進んでいるとこ

ろでは、指導者の確保や指導体制をどうするのかといった話し合い

をしているところもある。ただし、文化部の方はまだほとんど手が

ついておらず今からである。 

３番目。児童生徒数であるが、今年の諫早市立小中学生は１万７

４７人ということで、昨年と比べると１１３人減っている。小学校

が７，２６９人で、昨年比１１４人減。そして、中学生が３，４７

８人で、昨年よりも１人増えている。ちなみに、新入生は、小学生

が１，１８７人で昨年比２０人減。中学生が奇しくも小学生と同じ

数字の１，１８７人で、昨年よりも３９人増えている。 

また、驚いたことに令和４年度の諫早市の出生数は９０６人。そ

れから、令和５年度は７８７人。コロナの影響もあったのかなとか

思うけれども、この出生数がこのまま６年後、７年後といくとこの

新入生の数になってしまう。従って、諫早市では今、盛んに工場の

拡張や誘致、九州最大級の商業施設の開業などが進んでおり、雇用

も１，０００人から２，０００人位と言われているので、いろいろ

なところから諫早に来てもらい、そして、諫早に家を建てて、諫早

に住んで子育てをしてもらう。そのキーポイントが、やはり教育に

なるのではないかと思う。「諫早で学んだら、諫早の教育は良かっ

たよ」と言ってもらえるよう教育の充実を図り、先ほど４本柱につ

いても話をしたが、「こういう教育をしていますので、どうぞ諫早

に住んでください」というようなことでもしない限りは、出生者数

を見たときに非常に厳しい数字だなという風に感じた。 

４番目。スクールソーシャルワーカーを新たに雇用している。こ

れは、諫早市が非常勤の会計年度職員として雇用した２人と、県派

遣のスクールソーシャルワーカーが１人いるので３人体制になった。
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よって、少年センターには毎日２人常駐していることになる。その

ようにして各学校に対応していきたいと思うが、スクールソーシャ

ルワーカーは、特に福祉の専門家として、問題を抱える児童生徒等

が置かれた環境への働きかけや、関係機関へのネットワークの構築、

連携、調整を行ってもらう。学校に紹介するとともに、特に市雇用

の２人については各学校を回ってもらっている。いじめとか不登校

とかいうのは、学校だけではなく家庭も関係していて、家庭の中で

も児童虐待などいろいろな要素があり、教員がその領域に入ってい

くのはなかなか難しい。しかし、スクールソーシャルワーカーであ

れば児童相談所や市の福祉の関係機関などと連携し、「この問題は

こちらに任せた方がいいですよ」、「こういうふうにした方がいいで

すよ」というふうに動いてもらえるのではないかと期待していると

ころである。 

今月の行事からということで、新規採用辞令伝達式を行った。今

年度の教諭は小学校が２５人、中学校が６人、養護教諭が１人。

「伝達式」ではなく「辞令交付式」ではないのかと思われるかもし

れないが、県費負担なので長崎県が辞令を渡す。昔は小・中・高・

特別支援学校の新規採用者は講堂に集めて、県下全員１人ずつ渡し

ていたけれども、今は全部で４００人ぐらいになるので各市で辞令

を渡している。辞令伝達式で最初に教育長からということで、「ど

うぞ思う存分やってください。そして、失敗はいいんですよ。失敗

していろいろと学んでだんだん上手になる。だから、若いというこ

とはそれだけの魅力もあるので、思い切って頑張ってください」と、

新規採用の人たちに話をした。  

始業式は８日に幼稚園、小中学校同じ日に行われた。そして、入

園式は１１日。実は、幼稚園は入園したのは３歳児が２人である。

全幼稚園児は１７人ということになる。昨年が３２人であった。半

減したような感じであるが、これをどういうふうに見るのか。今後

の見通しが必要である。ただ、途中から入園する方もいるので、こ

れが１番底で、もう少し増えるだろうというふうに思っている。そ

して、入学式は小学校１０日、中学校９日。諫早つつじまつりは１

３日から１４日好天に恵まれ諫早公園で行われた。諫早つつじ祭り

は私も少し覗いてみたが、大変な人手で賑わっていた。 

都市教育長協議会が、１８日、１９日に長崎市で行われた。実は、

この都市教育長会議は、全国規模の会議が来月行われ、５月８日が

前夜祭で、９日、１０日と長崎市の出島メッセで行われる。全国か

ら教育長が参加する会議で５６５人が参加すると聞いている。長崎

県の都市教育長がおもてなしの気持ちで全国の教育長を迎えて、有
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意義な会になるよう準備をしていきたいと思う。都市教育長会議の

２日目１９日は、長崎スタジアムシティの視察だった。ジャパネッ

トが進めているホテル、競技場などのいろいろな施設で、今、工事

を行っており、大体８割がた完成したみたいなこと言われていた。

工事現場は見ることはできず、隣の仮設の事務所で説明を受けた。

この辺にはないすごい施設を研修で視察することができた。 

次に、１８日に図書館職員の研修会があった。諫早の図書館は九

州でもトップクラスの図書館だと思っているが、研修会でいろいろ

な試みをされたと聞いている。１９日は市長と語る会で、ボランテ

ィアグループの方々と市長が、図書館の今後のありようであるとか

試みであるとかいろいろな話をされた。 

それから、全国学力調査学習状況調査が１８日に行われた。どう

いう科目があったかというと、小学校６年生は国語と算数。中学校

３年生は国語と数学。同じ日に、小学校５年生は国語と算数で、県

の学力調査。中学校２年生は国語と数学で同じ日にあっている。小

学校６年生は国語と算数と言ったが、それに加えて理科も県の単独

でしている。小学校６年生は、当日国語、算数、理科を受けており、

中学生は、国語と数学を１８日に受けて翌日１９日に英語を受けて

いる。学力向上ということでいろいろな手立てをしていただいてい

るので、一定の成果が出るのではないかと期待しているところであ

る。 

そして、本日、長崎県市町村教育委員会連絡協議会が佐世保市役

所であり、私と中野委員が出席をしてきた。本日は理事会だったの

で、皆さんに今度参加いただく５月下旬の総会に向けての諸準備と

いうことで、役員の改選や予算について話し合われたところである。 

また、中堅教員資質向上研修が２６日に予定されている。これは、

諫早、大村の教員で、採用されてから１１年目の中堅教員を対象と

した研修であり、諫早は小学校１０人、中学校５人。大村は小学校

８人、中学校１人の９人である。要するに１０年経っての研修で、

私の今までの経験から言うと、１０年経つと教員も大分技量差がつ

いている。一生懸命１０年間頑張った人とそれなりの人がいるので、

できるだけ底上げをして、また、良い先生にはいろいろな仕掛けを

していく。教員も資質向上をしていかないと駄目なので、そこの手

立てをしていくということで、諫早が今年は担当になっている。 

最後に、２７日土曜日に発明クラブの開講式があった。これは毎

年１年間３月まで毎月している。私は開講式で下村脩先生の土壌が

あるので、未来のノーベル賞目指して頑張れというような挨拶をし

ようと思っているけれども、子供たちの資質を向上させる良い試み
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じゃないかと思って期待をしているところである。 

 

《教育長の報告に対する質問・意見》  

［委員］ 

  確かな学力の充実のところで、教員不足という問題点が出てきて

いるが、以前、小学校に専科の先生の導入というのが望まれたと思

う。教員不足の問題があるかと思うが、今回どうだったか。  

［学校教育課長］ 

  小学校は学級担任であるとか、全教科を行うということで数が少

なかったのではないかと思う。ただ、英語に関しては、専科が複数

名配置されていると認識している。 

［教育長］ 

  英語に関しては、今回ＡＬＴのコーディネーターを入れている。

ＡＬＴもどういう授業をすればいいかみたいなところもあるので、

一緒に勉強していく。非常に長けた方が入っているので、期待をし

ている。 

［委員］ 

  ＦＡＸが学校からなくなるというような話を聞いたが、今使って

いるのか。 

［学校教育課長］ 

  使っているところもあると思うが、徐々にＦＡＸは使わないとい

うふうになっていくと思う。 

［委員］ 

  諫早では登校時間が結構早くなっている。福岡では７時５０分に

なると校門が開いているようだ。最近テレビで、保育園は早く行け

るけど学校は８時にならないと校門が開かないので、親が仕事をや

めないといけないというような話があっていて、都会は遅くて諫早

は結構早い。働き方改革からいくと、学校を早く開けるということ

は、先生たちも早く行かないといけない。そこを諫早ではどのよう

にクリアしているのか。 

基本的に、私は子供の睡眠時間を考えると今の諫早の登校時間は

早すぎると思っていて、「早寝早起き」の早寝ができていれば早起

きでいいけれど、早寝ができていないのに早起きを強制して睡眠時

間を短くしているのではないかと常々思っていたので、どうなって

いるのか教えていただきたい。 

［学校教育課長］ 

  どうしても保護者が早く仕事に出ていかなければならず、家に子

どもを１人置いておくわけにはいかないので、７時過ぎに登校をさ
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せたいという家庭があった。ただし、おっしゃるようにそこには受

け入れる教員が必要になるので、その調整は難しいかなと思う。一

般的には、何時以降に登校してくださいということで、保護者の方

には周知されていると思う。 

［委員］ 

  学校教育の課題ということで、教員不足と定年延長問題とあるけ

れども、教員不足というのはなり手不足などで人手が足りないとい

うのはわかるが、定年延長問題というのは、具体的にどういった問

題があるのか。 

［教育長］ 

  今までは６０歳定年制であった。それが１年ずつ伸びていってい

る。今年の３月に辞められる方は、本当は６１歳が定年である。だ

から、６１歳まで働くことになり、６０歳の方はもう少し頑張って

いいただきたいところがあるけれども６０歳で辞められた方もいる。

それは、定年退職ではなく普通退職になる。 

［委員］ 

６０歳でも辞められるので、それでまた不足になるのか。 

［教育長］ 

本人の意思によって辞められる。できれば続けてもらいたいが、

いろいろな理由があるからなかなかそれは難しい。これは市役所な

ども一緒で６１歳、６２歳と定年が伸びる。だから、部長などの役

職をしている職員は、６０歳になったら役職定年ということで一般

職になることになる。 

［委員］ 

  校長先生もそうなのか。  

［教育長］ 

校長先生もそうなる。県立高校、特別支援学校含めて全部そうで

あるが、今回教員不足ということもあって小学校、中学校の何人か

は校長のまま残っている。県下全体では１２名いる。ただし、給料

は他の定年延長の人と同じように７割になる。それでも校長をする

という人もいれば、給料が下がってまでしなくてもよいという人も

いるということである。 

［委員］ 

  タブレットは何年ぐらいで更新するつもりだったのか。 

［学校教育課長］ 

  更新についてはそろそろであるが、導入したのが令和４年になる。

今、国が予算等で、ＧＩＧＡスクール構想を支えていくということ

で、タブレットに関しての予算措置が議論されている。その動向を
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見て、買い替え、もしくは、一部を変えるということになるのかな

と思っている。 

［委員］ 

  ４年計画で変わるということか。  

［教育長］ 

  最初はもう少しもつのではないかということであったが、なかな

か難しい。諫早市は、現在キーボードが付いたものである。他にも、

例えばｉＰａｄなどもあるので、故障率の低さなどどれがいいのか

ということも今後検討したいと思っている。 

［委員］ 

  タブレット端末の故障、破損について、まず故障に関してなのだ

が、故障した時に代わりの新しい端末がすぐ使えるのかというとそ

ういうわけにもいかないのではないかと思うので、その時に手元に

タブレットがない子供たちの学習が滞ったりすることはないのか。 

そして、破損に関しては、先ほど予算の話もでていたが、諫早市

では破損に対して十分に予算措置はしているのか。また、原因は落

下が一番多いということだけれども、その責任の所在については、

どこまでが保護者の責任であり、どこまでが学校の責任であるのか

というところの線引きはどのようにされているのか。 

［学校教育課長］ 

  今のところ不足しているということはない。なお、ある程度の数

を買うように本年度予算化しており、もし故障で修理できない時は

それからあてるように準備をしている。また、パソコンに堪能な職

員が、故障したものを学校から受け取り、使える部品を移し替える

などの対応もしている。それでも、長くは使えないかもしれないの

で、今後国の動向を見ながら抜本的に対応ができるよう進めていき

たいと思っている。 

破損については、各学校でどのようにして破損したかというのを

確認してもらい判断をしている。こういうことをしたら壊れるとい

うことを各学校で指導しているので、それを逸脱するような行動で

壊したのであれば、故意にということで判断をしている。 

［委員］ 

その場合は弁償ということになるのか。 

［学校教育課長］ 

そういう事例もある。なお、ＰＴＡ等の保険にはその補償もつい

ていたりするので、そうなれば費用は保険から出ることになる。そ

うでない場合は手出しになる。 
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《議題》 

議案第７号  令和７年度使用中学校教科用図書の採択に関する基本

方針等について 

学校教育課長 説明 

質問・意見なし 

可決 

 

 

《学校教育課長からの報告》 

 １ 令和６年度 諫早市学級編制児童生徒数について 

 ２ 令和６年度 諫早市小学校・中学校運動会実施予定について  

 

《学校教育課長の報告に対する質問・意見》 

［委員］ 

（ほとんどの学校の運動会の実施時期が５月になっていることに

関して）熱中症などが関係しているのか。それとも、早めに大会を

やった方が教育上よろしいということか。  

［学校教育課長］ 

熱中症予防等様々な理由があるとは思うが、日程が揃ってくる理

由は、小体連や中総体などの大会があるので、この日しかないとい

うふうになっているのではないかと思う。ただ、９月とか１０月に

行うところで、特に真崎小学校は１０月２０日と遅い日程になるけ

れども、熱中症予防も考慮してというふうに聞いている。 

 

 

《非公開議事》 

報告第５号  臨時代理の報告について（諫早市学校運営協議会委員

の委嘱について） 

学校教育課長 説明 

削除 

了承 

 

 

報告第６号  臨時代理の報告について（諫早市少年補導員の委嘱に

ついて） 

生涯学習課長 説明 

削除 

了承 
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議案第６号 諫早市教育支援委員会委員の委嘱について  

学校教育課長 説明 

削除 

了承 

 

 

その他 

 

 学校教育課長 

  令和６年度新任校長校訪問の計画について 

 

 

教育総務課長 

１ ５月定例教育委員会の日程について説明 

２ 長崎県市町村教育委員会連絡協議会理総会及び県市町教育委員

会合同研修会について説明 

 

１７時１０分閉会 

 


